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 1. 外国人教師が教えた学校の教育課程はどうであったか  
 2. 外国人教師はどのような待遇を受けたか  
 3. 外国人教師は学校経営とどのように関わったか  












































































筆者は大学まで海外で教育を受け、平成 20（2008）年 9 月から平成 22（2010）年 3 月







                                                   
6 旧制。以下同様。  
7 YMCA のプログラムとは、YMCA 所属の若い男性が、家などでバイブルクラス（聖書の
内容を教授する会）を開きながら日本の主に地方の公立学校で英語を教える制度であっ
た。東華学校で勤務したデフォレストが明治 20（1887）年に、その他数人と協力し提
案したものである。このプログラムを通し、明治 21（1888）年から明治 28（1895 年、
明治 33（1900）年から昭和 3（1928）年まで延べ 300 名の外国人英語教師が来日し、




らい YMCA 経由で来たかは不明である。YMCA 経由の英語教師派遣は明治 21（1888）年










る。すなわち、明治 7（1874）年には全国で英語学校が 82 校あり、その生徒は 5957 名（う
ち女 407 名）いた。教員は日本人が 254 名で、外国人が 516 名もいた。しかし、英語以外




2. 宮城県明治期の教育変遷  
本題に入る前に、上で触れた外国人居住の制限について説明しておきたい。幕末から明
治 32（1899）年まで、外国人が自由に居留することができた場所は開港都市の函館（日
米和親条約、安政 2（1855）年）と安政 5 カ国条約によって定まった横浜（安政 6（1859）
年）、長崎（同）、新潟（同）、及び神戸（文久 2（1863）年）のみであった。ただし、例
外として日本人に招聘されている場合に限って内地で住むことが許された。どちらにして
も居住地から 10 里（約 40 キロ）以上旅する場合は旅券が必要であった。外国人が内地で
土地を買うことも学校を開くこともできなかったので日本人の協力者が必要不可欠であっ
                                                   
8 ミッションとは上述のとおりキリスト教の伝道組織である。ミッションスクールとは外
国の伝道局の支えによって設立された学校のことである。  
9 宮城県内の現存しているキリスト教系私立学校の中で、明治 30 年以降に設立された学校
は聖ドミニコ学院（昭和 8（1933）年）と聖ウルスラ学院（昭和 23（1948）年）のみ
である。 


























官立宮城師範学校が 5 年を経て明治 11（1878）年に県立に移管し、宮城英語学校も入
学状況が好ましくなく明治 10（1877）年に廃校となった。その際、校舎・設備・教員・
生徒が県立仙台中学校に引き継がれた。仙台中学校が明治 12（1879）年に宮城中学校に、
明治 19（1886）年に宮城尋常中学校に改称された。  
同じ明治 19（1886）年は仙台の学校教育にとって大きな変化を伴った年であった。ま
                                                   
11 仙台藩と現代の宮城県の境が一致していないが、主な教育機関を有した仙台市が両方に
含まれていたため、現代の宮城県になった明治 9（1876）年（宇野 1973: 5）までは仙
台藩・仙台県の話に限定しても差し支えないであろう。  
12 重久 1951: 334, 365. 
13 重久 1951: 366. 
14 明治 5（1872）年：東京、明治 6（1873）年：大阪、宮城、明治 7（1874）年：愛知、
広島、長崎、新潟  



















ー(Elizabeth Poorbaugh)とオールト（Mary Ault, 後ホイ婦人）が女子教育機関として宮
城女学校を設立し、その教育を担当した。 
明治 20（1887）年には全国 7 校のひとつとして第二高等中学校が設立された。仙台が
東北の中心であることが再び認められた。しかし、この学校を維持するために宮城県が多
額の出費を強いられた。さらに尋常中学校の 1・2 年と同レベルの教育が施される予科補
充科が明治 21（1888）年 4 月に追加されたため、20 県立の尋常中学校は同年に廃校され
た。宮城県の中等教育を施す機関として東華学校と第二高等中学校の補充科のみが残った。





17 太田 2007: 162-163. 
18 東北学院百年史編集委員会 1989: 63-126.  
19 名前はドイツ改革であるが、米国に拠点を置く教派であった。押川は無教派を貫くつも
りであったようであるが、学校を作るにあたって外国人の力を借りるために教派に所属
することを決心した。（東北学院百年史編集委員会 1989: 173） 











































                                                   



























 以下では上述の公立学校の実態をより詳細に述べる。  
 
 
                                                   
1 師範学校で外国人教師が雇用されたことが確認できたのは、秋田師範（明治 34（1901）






年 12 月改称、明治 10（1877）年 2 月閉校） 
 
2.1 学校の変遷と教師  





フェルドの月俸は 150 円であった。4 日本人教師の給料は 30 円から 50 円であったので、
外国人教師はその 3 倍以上であった。5 
 フェスフェルドの後任としてリットル（Henry Liddel）が明治 8（1875）年 11 月に赴
任し、1 年間勤務した。月俸は同じく 150 円であった。6 リットルと同時に米国人のグー
ルド（Charles L. Gould）も雇用されており、明治 8（1875）年 6 月から、宮城英語学校
を受け継いだ仙台中学校で明治 13（1880）年 7 月まで勤務した。7 リットルの後任は明
治 9（1876）年 11 月に赴任した英国人ペンニー（George J. Penny）であった。ペンニー
は廃校の明治 10（1877）年 2 月まで月俸 150 円で勤務した。8 ペンニーの婦人 M.A.ペン
ニー（M.A. Penny）も、明治 9（1876）年 12 月 2 日から廃校の明治 10（1877）年 2 月
まで、時給 60 銭で雇用された。9 
明治 8（1875）年には校長 1 名、教諭 3 名、教諭補 2 名、日雇い教師 1 名、外国教諭 2
名、助教員 2 名、および国文書教師 3 名に対し、生徒は計 90 名であった。10 当初の授業
はすべて外国人教師が英語を使って教授し、日本人教師は補助的な地位にあったようであ
                                                   
2 国立公文書館「宮城外国語学校孛人フエスフエルト雇入」。引用に当たって旧体字を新体
字に改めた。  
3 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 369. 
4 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 369. 
5 大村 1960: 28. 
6 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 456. 
7 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 265-266. 
8 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 396-397. 
9 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 396、国立公文書館「宮城英語学校授業補闕ト
シテペンニー婦日給雇入届」 



































年 11 月 
明治 8（1875）





師、明治 7 年 2 月か
ら主簿術も教授、130
円＋20 円、明治 7 年
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英 明 治 8
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月～10 年 8 月満期、
100 円。 
新潟県明治 10 年 8 月
～11（1878）年 8 月、
125 円。 
ペンニー George J. 
Penny 
英 明 治 9
（ 1876 ）
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グールドはオハイオ州のジョージタウンで 1847 年 8 月 31 日に医者の父に生まれた。




ルドが宮城英語学校に雇われ、廃校の際雇継ぎになり 6 年間務めた。 
（「仙台中学校綴－2 学務課 明治十一年」） 
                                                   





には英語学者として有名な齋藤秀三郎が通い、齋藤が執筆した教科書に「I lived with one 





















開校数ヵ月の明治 8（1875）年 1 月の時点では、フェスフェルド以外に日本人の教師が
校長を含め 4 名であった。開校時は予科と本科から構成されており、本科は第 6 級から始
まった。人数によってひとつの級を甲と乙に分け、6 カ月程度で進級する仕組みであった。
科目を英語と他教科に分けると、英語系には読み方、綴字、書取り、暗誦、習字、および
                                                   
13 木村 1960: 30. 






はフェスフェルドは 1 日 5 時間、週 30 時間の授業を担当した。この教育課程では、「会話」
の時間は日本人教師が担当していた。  
 明治 8（1875）年 6 月の科目担当をみると、フェスフェルドとグールドが同じ級を教え
ていたが、11 月の時点では上級の生徒が増えるにつれ、別々の級を担当するようになった。
フェスフェルドが離任し、リットルが赴任した後の明治 9（1876）年 4 月では、5 級と 4
級乙は別々で教えたが、4 級甲と 3 級は 2 人で担当した。このように、フレキシブルに受
持ちを変えたりしたことがわかる。ペンニー婦人が時給で働いたことは上述のとおりであ
るが、明治 9（1876）年 11 月の担当の資料をみると、予想外に担当する時間数が多かっ
たようである。M.A.ペンニーは第 5 級甲乙を、夫の G.J.ペンニーは第 4 級・第 3 級、グ
ールドは第 2 級・第 1 級を担当した。明治 9（1876）年の時間割と 1 時間ごとの科目担当
表がないが、第 5 級の英語の授業は週 25 時間もあったので、M.A.ペンニーは時給雇いで
ありながらも、相当数の授業時を担当していた可能性がある。 
 
2.3 使用教科図書15  









 宮城英語学校の外国人教師 5 名の中で宗教活動を行った記録がない。 
 
                                                   
15 使用教科図書は付録 2 使用教科図書に収録した。  
16 重久 1951: 372. 
16 
 
3a. 県立仙台中学校（明治 10（1877）年 2 月設立）・宮城中学校（明治 12（1879）年 6
月改称）・宮城県尋常中学校（明治 20（1887）年 8 月改称、明治 21（1888）年 3
月廃校） 
 






が設置された。17 明治 12（1879）年には、146 名いた生徒が、明治 14（1881）年には












                                                   
17 重久 1951: 372. 
18 重久 1951: 373. 




ト存ジ候。」明治 14（1881）年 2 月 25 日、林吾一郎校長の二学科統合案より。（許可は
3 月 3 日に下された。）  
20 江利川 2011: 14-19, 27、宇野 1973: 175. 













明治 18（1885）年にシュヴァルツ（Herbert Woodsworth Schwartz）が月給 150 円で雇
用された。その後、宮城尋常中学校がいったん廃校になったが、明治 25（1892）年に
再開校となった。明治 25（1892）年以降の考察を次節の 3b で扱う。  









赴任  離任  給料（月）・学歴  
グールド  Charles L. 
Gould 





130 円 （ 明 治 10
（1877）年 1 月～同
年 8 月）、150 円（明
治 10 年 8 月以降）  









米 明 治 18
（1885）








                                                   
22 「宮城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校雇教師グールド氏雇継ぎの儀に付上申」 
23 「県庁御達書仙台中学校 明治十三年」 
24 宇野 1973: 175. 
25 宇野 1973: 176. 
26 宇野 1973: 177-178. 
27 「宮城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校第三年報 明治十二年」。この時、校長




野（1973: 171）が要約した当時の下斗米校長の記述は以下のとおりである。  
 








ド君の力が大きい。                     （宇野 1973: 171） 
 
グールドの履歴については既に官立宮城英語学校の 2.1 で紹介したので省略する。  
「仙台中学校第一年報」（明治 10（1877）年 2 月～8 月）によると、教員は校長、グー
ルド、および日本人 4 名で形成された。月俸はグールドの 150 円に対して、校長は 50 円



















                                                   
28 明治 6（1873）年から明治 11（1878）年まで文部省顧問をした David Murray と思わ
れる。 
29 原文でははてなマークが「二」の右側にある。  























































































































































































































          宮城中学校長  
    明治十二年九月廿二日       下斗米精三  



















                                                   
32 「果たして」か「高締」（総額）と思われる。  
33 宇野 1973: 172. 
21 
 
とを宮城県県令及び県会議員に勧告した。          （重久 1951: 373）34 
 




















した。明治 19（1886）年 9 月の時点でシュヴァルツの月俸は 150 円であったので、当初
の議案に比べるとかなり低額であった。ただし、同じ時点では校長の月俸は 60 円で、1
等教諭は 70~80 円、2 等教諭が 50 円であったので、日本人に比べると決して安いとはい
えない。36 しかしグールドは日本人教師の 5 倍も給料を取っていたのに対して、その差が
                                                   
34 引用に当たって旧体字を新体字に改めた。  
35 永添 2002: 512. 
36 田中 2012: 376.「なお、前年までの校長月俸は百二十円だったが、この年半額に減額さ







 明治 12（1879）年には、ひとつの授業が 1 時間で、授業は 9 時～12 時、1 時～3 時、
週 6 日行われた。明治 12（1879）年にはまだ下等しかなく、最下位の 7 級（32 名）、6 級
（58 名）、および 5 級（23 名）は日本人のみが担当した。 
4 級（2 名）ではグールドが読み方、算術、作文、および書取りを担当し、最低週 4 時
間を担当した。他に文法、史、および算術は日本人が担当した。3 級（1 名）は欠落して







 9-10 時 10-11 時 11-12 時 1-2 時 2-3 時 
月 1 級 幾何 4 級 算術？ 4 級 読方   
火 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 算術？ 1・2 級 算術  
水 1 級 幾何 4 級 算術？ 4 級 作文 1・2 級 作文  
木 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 算術？ 1・2 級 算術  
金 1 級 幾何 1・2 級 作文 4 級 読方 1 級 性理  
土 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 書取   
 
表 3 で明らかなことは、グールドの英語の持ち時間（6 時間）は、むしろ数学（11-15 時
間）より少なかったことである。このことから、当時の英語は正に英学と捉えられており、
原書を用いて英語で教育を施していたことがわかる。これは仙台中学校の教育課程である
                                                   
37 Methodist Episcopal Church, Missionary Society 1898: 226. 
38 教育課程は付録 1 教育課程に収録した。  
39 「性理」では人間身体の組織や顕微鏡の使用法、消毒法、養生法などを学習した。「宮
城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校教則」。  
40 4 級の算術は 2 人で担当しているので、他の授業がないところはグールドを入れてみた。



























（宮城県仙台第一高等学校編 1956: 42）  
 
高等小学校で英語を勉強した生徒と勉強していない生徒が同じ教室では困るので、英語
                                                   
41 堀井 2003: 176-7. 「大坂英語学校では外国人教員と日本人教員の両方が数学を教えて  
いたが，日本人教員が外国人教員より上級の科目を担当していた．また、同じクラスで
外国人教員と日本人教員の両方が算術を担当し，それぞれ試験をしていた．」  







たとき、1・2 年生の教育課程は週 34 時間（1・2 年生）授業時数中、英語は 1 年生では




八年九月一日至同十九年九月十日」44 という表の中に、英語を担当する教師 4 名の給料と
担当科目が載っている。まず、シュヴァルツの担当科目は読方、会話、書取、会話、読方、
および英作文であった。1 等教諭の杉江輔人は年 960 円（月 80 円）で作文、翻訳、読方、
訳解、および万国史を担当した。同じく 1 等教諭の中野嘉作は年 840 円（月 70 円）で作
文、翻訳、講読、訳解、会話、および物理を担当した。さらにひとりの雇教員が月 10 円













                                                   
43 宮城県教育委員会 1979: 481-3.「東二番町高等小学校へ男子部別科設置の義上申」  
44 「宮城中学校第十年報」公文書館所蔵。  






































（1891）年 12 月 14 日の中学校令中改正や第二高等学校の補充科の廃止、私立東華学校に
関する摩擦などが指摘される。尋常中学校が再設立されてからの外国人教師は、英国人の
グレゴリー（G.E. Gregory）が明治 25（1892）年 4 月から明治 26（1893）年 3 月まで、英
国人のウイリヤム・ヘンリー・スミスが明治 26（1893）年 5 月から同年 12 月まで雇われ









赴任  離任  給 料
（月）  
学歴  
グレゴリー  G. E. 
Gregory 
英 明 治 25
（1892）
年 4 月 






不明  英 明 治 26
（1893）










この 2 名に関する資料はほとんどなく、詳細な考察が難しい。いえることは給料が 120
円に下がったことと、どちらも長く雇われなかったことである。ただし、G. E. Gregory
は George Elliot Gregory のではないかと推測する。同一人物だという証拠がないが、












言語教師であった。48 その後 15 年間程度記録がないが、明治 25（1892）年 6 月に愛知県
尋常中学校及び尋常師範学校に解雇され、明治 31（1898）年から明治 33（1900）年まで
















明治 25（1892）年の「教科書名上申」には 1 年級からロングマンとナショナルの各第 2・
第 3 読本を用いることになっていた。しかし、ほとんどの学校では 1 年目に第 1 読本を教
えていたので、宮城県尋常中学校は新入生が 1 年程度の英語力を身に付けている想定にな
                                                   








50 教育課程を付録 1 教育課程に収録した。  
51「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年、19 号。 
52 使用教科図書は付録 2 使用教科図書に収録した。  
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4. 第二高等中学校（明治 20（1887）年 7 月設立、明治 21（1888）年 4 月開校）・第二




入学資格として尋常中学校 2 年修了程度の学力を条件にした 3 年間の予科と、尋常中学校
卒業程度の学力を条件にした 2 年間の本科、および医学部から構成された。54 最初の入学
試験は明治 20（1887）年 9 月中旬に行われ、募集した 73 名のうち、合格者は 7 名のみで
あった。55 12 月に補欠募集をした際さらに 20 名の入学が許されたが、入学者の少なさと
学力の低さが問題化していった。明治 21（1888）年 3 月に宮城尋常中学校が廃校になる
と同時に、4 月に第二高等中学校の生徒の学力の低さを解決するために予科補充科が設置
され、そこで尋常中学校の 1 年と 2 年の内容を教えることとなった。56 宮城尋常中学校が
明治 25（1892）年に（再）設立された後、第二高等中学校の教育課程が初めて改訂され  
たのは、第二高等学校に改称された 2 年後の明治 27（1894）年であった。そのときに補
充科をなくした他に、予科を文系と理系に分けた。  
 第二高等中学校・高等学校では主に英語教師として雇用された外国人が 8 名いた。表 5
にまとめる。57 
                                                   
53 「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年 2-0020 34 号 「教科書名上
申」  
54 宮城県教育委員会 1976: 721. 
55 宮城県教育委員会 1976: 721. 
56 東北大学 1960 (下): 1761、宮城県教育委員会 1976: 722. 










































ウ エ ス レ
ー・ビク 





ハ ミ ル ト
ン・シャープ 


















12 月 5 日
（死亡） 










英 明 治 29
（1896）年
9 月 1 日 
明 治 36
（1903）年
7 月 31 日 










                                                   
58 さらに東北学院のモールが週 8 時間英語を担当したが、在籍が東北学院であったので、
この表に入れず、第 2 章で詳しく述べる。  
59 Ion 2009: 283. 






年に来日したが、伝道局と不仲になり、明治 16（1883）年 1 月に伝道局を辞めさせられ
た。1 年半程度私費で宣教師の活動を続けたが、明治 17（1884）年に牧師をやめている。
それから宣教活動や宣教師に対する嫌悪がますます強くなったようである。62 その後は文







ると、第二高等学校では当初の月俸が 200 円で「宿料」が 20 円であった。明治 31（1898）
年 9 月に月俸が 250 円に、明治 35（1902）年には 300 円に引き上げた。死亡した翌日に





ハーレル（Frank W. Harrell）は米国聖公会の宣教師として明治 17（1884）年 3 月に
来日し、4 年東京で医療活動を行った。1888 年 9 月に第二高等学校に赴任するために伝道
局を辞任した。66 
シーモール（John Nicholson Seymour）の履歴書も残っており、その記述をまとめると、
                                                   
61 Schwantes 1955: 167. 
62 Ballhatchet 1982: 54-7. 
63 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「ヲルタ
ー・デニング履歴書」  
64 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 332. 
65 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「リジア・
ノルマン・デニング履歴書」 
66 Foreign Committee 1883. 
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ダブリン大学で文学を専攻し BA（文系学士）を取得し、2 年後 BS（理系学士）と BM（医
学学士）を同時取得した。その後 3 年間海軍軍医に就いたが、病気のため職を離れ、8 年
間高等師範学校で教えたり医業を営んだりした。当初の給料は月俸 150円に家賃 15円で、
明治 30（1897）年 4 月から月俸が 200 円、明治 31（1898）年 9 月から 250 円、明治 35
（1902）年 9 月には 300 円に達した。67 
  
4.2 教育課程68 




生が月 1 回集合し、口演（elocution）や会話（dialogue）等を演習した。69 残念ながら、
この英語会に関する詳細な資料が残っていない。 
 明治 27（1894）年の教課程では、補充科が廃止された。明治 24（1894）年の教育課











                                                   
67 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「ジョン・
ニコルソン・シイモール履歴書」  
68 明治 21（1888）年と明治 27（1894）年の教育課程を付録 1 に収録した。さらに、入学
試験については、明治 21（1888）年の予科第 1 年級の入学試験問題が江利川（2011：
33-34）にある。英文和訳、和文英訳、文法知識（品詞名とそれぞれの文中の役割、名
詞の複数形、動詞の過去形）の問題が課された。 










                                                   
70 学生の宗教活動をめぐる詳細なことは第 3 章で述べる。  
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学の塾でも外国人を雇ったものはこの 6 校以外確認できない。なお、明治 26（1893）年
に設立された仙台女学校はフランス人によって設立され、英語は日本人教師が教えたため、





2. 宮城英学校（明治 19（1886）年 9 月設立）・東華学校（明治 20（1887）年 6 月改称、





（1887）年の東華学校の開校式のみであるが、日本人教師 6 名のうち、5 名はキリスト教
徒で、2 名は同志社と関係があった。2 開校の経緯は序章で述べたとおりである。  
                                                   
1 仙台白百合学園 1996. 









（George Allchin）が赴任した。オールチンは後任が来日するまでの 2 ヵ月間のみ勤務し
たが、デフォレストは廃校まで東華学校で勤務し、廃校後も宮城女学校（明治 33 年～35
（1900-1902）年）と東北学院（明治 35 年～37（1902-1904）年頃）3 で教えながら仙台
を拠点にして宣教の活動を続け、亡くなる明治 44（1911）年まで仙台に住んだ。4 オール
チンの後任として W.W. カーティス（William Willis Curtis）とホワイト（Frank Newhall 
White）が明治 19（1886）年 11 月に赴任し、明治 20（1887）年にマイヤー（Mathilde H. 
Meyer）が赴任した。明治 23（1890）年から廃校まで W.L. カーティスも教えたようであ
るが、資料が乏しく、W.W. カーティスとの親戚か不明である。赴任と離任の時期、担当












                                                   
3 東北学院について述べる節 3.1 でも述べるが、旧職員名簿はないため、赴任と離任の明
確な年が不明である。  












































































 明 治 23
（1890）年 
明治 25（1892）












給料 教師給料 旅費・医療費  家賃・税金  
女子宣教師 $650 
730 円（月 61 円） 




2451 円（月 204 円） 
$1,500 $100 $80 $500 
                                                   
5 学歴の情報は Gordon 1901 による。 
6 Nihon Kirisutokyo Kyogikai 1903: 297. 
7 太田 2007: 220. 他の 2 次資料では触れられていないが、宮城県公文書館所蔵の「東華学
校規則」（明治 23（1890）年、pg. 21）には載っている。（W.W. カーティス夫人なので
はないかと考えられるが、当時の妻は Lydia Virginia Cone Curtis なので頭文字が一致
しない。） 
8 Ishii 2004: 50. 円換算は明治 17（1884）年の両替相場（100 円につき$88.93）を基に





教員の月俸は$5~$8 で中学校の教員は$10~$15 である。500 人の生徒がいる学校の校長の
月俸は$15 で、平均的な家賃は月$4 である」9 とされているので、宣教師の給料が日本で
は高水準であったことが明らかである。 
 東華学校が開校した翌年に第二高等中学校が設立され、明治 21（1888）年 3 月に県立
宮城尋常中学校が廃校となった。第二高等中学校に予科と補充科はあったものの、実質的
に東華学校が宮城県で唯一の中等教育を施す機関となった。開校当時には募集 200 名に対
し入学者が 107 名で、最初の 4 年間の各年次報告によると、生徒数が 116 名から 178 名で
あった。10 閉校時では 124 名（普通科 59 名、予科 65 名）になっていた。11 200 名の定
員に対し生徒数が 150 名前後であったといえるであろう。  
東華学校の日常教育はどのようにされたかをみてみよう。東華学校での宣教師の働き方
について、デフォレストが興味深い言葉を残している。明治 20（1887）年 8 月には、デ











                                                   
9 American Baptist Missionary Union 1886: 419. 
10 田中 2012: 384. 
11 太田 2007: 227, 230-231. 
12 田中 2012: 375. 
13 田中 2012: 377. ただし、この時点ではカーティスもホワイトも教えていたはずなので、
3 名の要求も、伝道局の「確約はできないが、できるだけのことはする」という決議も
疑問に感じる。田中 2013: 377. 元々の出典はデフォレストの書簡だという。  


























（C. DeForest 1914: 175）16 
                                                   
15 田中 2012: 379. 「宗門とは宗教心が外面に現れた方式」＝mode of religious 
manifestation である(ibid. 378)。 
16 引用者訳。"To the prefectural educational association he said in an address on "The Responsibility 
of Teachers": "I am sometimes asked, 'How can you spend your time in such elementary work as 
teaching A-B-C? Is it not a bore?' Of course it would be intolerable if that were all. But I cannot 
forget that I am a representative of another country and am teaching Japanese students. This is a 
grand and inspiring age, one in which the East and the Wes t are coming together for the first time. 
… Mutual knowledge of each other's language is the first step towards international intercourse. … 
To teach English, therefore, is to be helping on the great work of binding the East and the West 















 東華学校は 5 年半しか存在しなかったにも関わらず、教育課程を何度も改訂している。
そのうち詳細のデータが残っている、1 回目の課程を含む 5 回分の英語教育に関するデー
タを付録 1 教育課程に収録した。田中（2012）によると 1 回目の改訂は東華学校に校名を
変更した明治 20（1887）年 6 月、2 回目の改訂が明治 22（1889）年 7 月、3 回目が明治





られるが、この学校でしかみない書き方である。予科 1 年で第 1 から第 3 読本を、週 6 時
間でカバーする課程であった。19 予科 2 年では第 2 読本を終えてから「万有略説」、本科
                                                                                                                                                               
I would not be a teacher in Japan."  
17 田中 2012: 383. 以上の日付は付録中の教育課程の日付と少々ずれるが、付録のものは
宮城県公文書館の資料中の日付によるものである。  





19 これは難しかったのであろう。当時多くの学校は 1 年でリーダー1 冊、しかも 1 年生は








生は週 7 時間に習字と訳解のみを勉強したことがわかる。予科 2 年生は週 5 時間訳解を、
週 5 時間発音、綴字、読み方、会話、書取り、および習字を習った。学年が上がるにつれ、
時間の半分程度は訳解、残り半分程度は読み方、会話、作文、修辞等に割り当てられた。











ある共通の出発点から始まる歴史的、社会的、科学的、哲学的な話もある。   




                                                                                                                                                               
いるので、1 年の部分は記載ミスがあった可能性がある。  
20 引用者訳。"The morning chapel exercises called for brief addresses on subjects helpful in 
character-building. Into these he put his best thought, and the inspiration of his eager audience 
made the chapel talks one of his keenest pleasures. After the school closed, some of these talks 
were published in a volume dedicated to his former pupils. There are biographical talks on George 
Washington, Sister Dora, Lord Macaulay; there are historical, social, scientific, philosophical 





年 7 月）によると、普通科第 1 年の入学試験では英語は「ナショナル第一第二読本若クハ
之レニ相当スルモノ」となっているので、予備科の教科書はナショナルの第 1 と第 2 の読
本であったと推測できる。21 1 年に読本 1 冊というペースはほとんど共通であり、設立当





た」。22 開校してからの 1 年間に改宗した生徒が 20名いたという報告もある。23 しかし、
より詳細な情報が見当たらなく、東華学校がおよぼした宗教的な影響を総括的に把握する
ことは困難である。  












                                                   
21 宮城県教育委員会  1979: 485-486. 
22 田中 2012: 397, 注(38). 
23 Gordon 1901: 79.  
24 American Board of Commissioners for Foreign Missions 1892:  49. 
25 American Board of Commissioners for Foreign Missions 1892:  49. 引用者訳。  
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3. 東北神学校（明治 19（1886）年 5 月設立）・東北学院（明治 24（1891）年 7 月改称） 
 
3.1 学校の変遷と教師 
 東北神学校は押川方義とホーイ（William E. Hoy）を始めドイツ改革派の宣教師の協力
によって作り上げられた。最初は生徒が 5 名のみであったが、生徒数が徐々に増え、明治







赴任 離任 担当教科28 学歴・給料29 

























































                                                   




Allen K. Faust も赴任しているが、明治 30 年（1897）までに赴任したかどうかわから
ないので、考察に入れないことにした。個人の赴任・離任については東北学院百年史編
集委員会 1989 を参考にした。  
28 ｜の前の科目は普通科、｜の後の科目は神学科。東北学院百年史編集委員会 1990: 41-58
（明治 24（1891）年 7 月 14 日「東北学院設立認可申請書類」）、Ibid: 62（明治 25（1892）
年 8 月 29 日「東北学院新憲法の制定」）、Ibid: 72-73（明治 26（1893）年 2 月 21 日「規
則改正認可申請書類」）。 
29 給料は東北学院百年史編集委員会 1989: 185（ホーイ）、Ibid: 282（シュネーダー）。両
替相場の年間平均（明治 19（1886）年は 100 円につき$78.88、明治 21（1888）年は
100 円につき$74.24）を基に四捨五入し円換算するとホーイの給料が年 552 円（月 46







赴任 離任 担当教科 学歴・給料  





















































年 11 月 








モール（Jairus P. Moore）が東北学院に赴任する前に 2 年程度山形にあった同教派の山
形英学校を設立し勤務したが、廃校後明治 22（1889）年に仙台に戻って東北学院で勤務
した。その翌年に第二高等学校で週に 8 時間英語を教えることになった。30 
 
3.2 教育課程31 





                                                   
30 東北学院百年史編集委員会 1989: 693-694. 
31 明治 24（1891）年から明治 28（1895）年までの 4 つの課程を付録 1 教育課程に収録し
た。 












明治 24（1891）年 7 月の「東北学院設立認可申請書類」35によると、英語以外の言語は




明治 25（1892）年 9 月の改訂には授業時間数が記載されるようになり、予科 1 年から
順に 10 時間、9 時間、8 時間、8 時間、4 時間、3 時間、1 時間と、最初は時間を多く割け
るが、少しずつ時間数を減らす方式になっている。36 上級の本科 3，4 年では英語の文学
史や詩歌を扱い、高等的な英語の授業が提供された。 
明治 28（1895）年 3 月に普通科と専修部が設置された。この時、さらに 2 年間の文学
専修科が新設され、予科と本科を合わせた在学期間が 7 年から 5 年に減った。37 これを受
け、総時間数も第 2~4 年で週 2 時間増え、第 5 年で週 6 時間増えた。英語の時間数が最初




                                                   
33 東北学院百年史編集委員会 1989: 265-266.  
34 東北学院百年史編集委員会 1990: 856. 
35 東北学院百年史編集委員会 1990: 41-58. 
36 東北学院百年史編集委員会 1990: 63-69. 










（東北学院百年史編集委員会 1989: 708） 
 


















                                                   
38 日本人の担当科目は「英語」と「訳読」と書かれている。日本人教師には留学歴 6 年間
の唐澤造酒などがいた。 
39 宮城県教育委員会 1979 : 547-548. 
40 東北学院百年史編集委員会 1990: 857. 
45 
 
4. 宮城女学校（明治 19（1886）年 9 月設立） 
 
4.1 学校の変遷と教師 







した。2 人とも 17 歳ごろに両親を亡くした。41 
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 設置申請書類によると明治 19（1886）年では、学校は予科 3 年と本科 4 年から構成さ
れた。45 しかし、予科 1・2 年の教育課程が欠落している。授業時間数がないが、英文学
の教授内容をみると、他学校と異なる点は本科第 1 年では言語分析法を、第 3 年から英詩
を学んだことである。46 
                                                   
42 宮城学院編 1987: 839-841（旧職員名簿 外人の部）、169（設置関係者の履歴書）。  
43 宮城学院七十年史編集委員会 1956: 219-221. E.R.プールボーと E.F.プールボーの担当
科目は宮城学院編 1987: 222 も参照。E.R.プールボーは 1 日 5 時間授業であったようで
ある。 
44 宮城女学校の教育課程を付録 1 に収めた。 
45 宮城学院編 1987: 172-173. 




年 1 月 19 日に書いた書簡から、「ファースト・リーダー」の授業で、教授内容が早く終わ
ると英文朗読をさせ、「正しく読めるかどうかの試験をしてみ」たそうである。勉強し始め
てから 3 ヵ月が経っているというお冬さんは「3 頁もの長い分を一箇所の間違いもなく読









（宮城学院編 1987: 193-194） 
 
学期末に正答数の最も多い人がカードをもらえたそうである。 
 明治 23（1890）年に教育課程が改訂され、時間数が記載されるようになった。週 30 時
間の授業で、そのうち英語は予科 3 年と本科 1 年の 7 時間を除き、残りの学年は 5 時間で








度の時間数を英語に割けたことある。明治 30 年代（1897-1907 年）に設立された公立の
                                                   
47 宮城学院編 1987: 189. 
48 宮城学院編 1987: 219. 
49 宮城学院編 1987: 223. 
48 
 
女学校では英語は週に 2，3 時間であったのに対し、宮城女学校はその 2 倍以上を確保し
た。さらに、同じドイツ改革派の東北学院の時間数がわかる明治 25（1892）年の課程に






年 6 月に退職した稲垣姉妹は倫理、英学、および地理歴史を担当しており、明治 30（1897）




（1887）年の書簡に、授業でスイントンの第 1 読本を用いたと書かれている。51 
 
4.4 宗教教育 
 明治 20（1887）年 6 月、開校してから 10 ヶ月の時点では受洗者が 2 名以上出た。52 第
2 年末には在籍生徒 48 名中、受洗者は 12 名おり、8 名が希望しており、さらに 3 名は親
の許可を得られない状態にあったので、合わせるとちょうど生徒の半分がキリスト教志向
を持ったことになる。53 明治 22（1889）年 4 月には受洗者が 19 名であった。54 このよ






                                                   
50 宮城学院編 1987: 222-223（稲垣姉妹）、宮城学院七十年史編集委員会 1956: 222-223（日
本人旧職員名簿）。 
51 宮城学院編 1987: 189. 
52 宮城学院編 1987: 199. 
53 宮城学院編 1987: 206. 

















れるので自然意思の疎通を欠」く点で苦しんだという。56 明治 23（1890）年 6 月に妹と
ともに学校をやめた理由もこの点にあるのであろう。57  
宮城学院の影響は入学した生徒以外にもおよんでいた。節 4.4 でも触れたが、明治 20
（1887）年に私立松操学校（朴沢女子校・仙台大学と明成高等学校の前身）の校長はキリ
スト教に関心を持ったため、100 名ほどいた塾の生徒に週 3 時間英語を教えてもらうよう
に外国人教師を雇用した。58 外国人教師が月に 1 回キリスト教講話も塾で行った。59 同
時期に陸軍の将校婦人達のグループに英語と婦人一般教養を教え、ポールボーとオールト
が週 2 時間ずつ担当した。60  
                                                   
55 宮城学院編 1987: 192. 引用者訳。“We were told [by the government] if we did not 
measure up to their requirements, a Government school for girls would be opened. 
That of course would have wrecked our work, and so we wrote very pleading letters 
for better quarters.” 
56 宮城学院編 1987: 192. 
57 宮城学院編 1987: 224. 
58 午後に 1 
時間ずつ、月曜日はポールボー、水曜日はオールト、金曜日はホーイ。  
59 塾主の朴沢三代治は「明治 10年 8月には宮城師範学校女子師範学科の裁縫教員となり」
教育に熱心であったようである。宮城県教育委員会 1976: 667. 
60 宮城学院編 1987: 198. 
50 
 








 尚絅女学会はバプティスト派によって創立された私塾である。仙台において明治 17 年
末からバプティスト派男性宣教師ジョンズ（E.H. Jones）が仙台で居住しながら伝道活動
をしており、仙台の教育状況が激変した明治 19（1886）年に女性宣教師ブラウン（Harriet 
M. Browne）が、翌年にファイフ（Nellie E. Fife）が来仙した。62 この 2 人の女性は尚
絅女学会設置の前に仙台を離れているが、仙台で「家塾生の教育」を含め英語でさまざま
な活動を行った。ミード（Lavinia Mead）が明治 25（1892）年に女学会を正式に設立し
た。尚絅女学会が正式に女学校に昇進したのは明治 32（1899）年であった。  
明治 25（1892）年以前はバイブルクラスを開いたりし、バイブルウーマン（伝道する
女性）の育成を目指していた。その延長線で明治 23（1890）年に宣教師が少女 5 名と同
居し、将来に寄宿学校を開設する準備を進めた。この少女達はキリスト教徒の母親と死別
した女子 3 名で、宣教師と一緒に住みながら公立小学校に通い、残り 2 名はキリスト教徒
であるため家族に勘当された女子であった。63 明治 25（1892）年の尚絅女学会設立当初、






                                                   
61 宮城学院編 1987: 202（1 年目 78 名、正規に通学約 40 名）、206（第 2 年末 48 名）、209-210
（明治 22（1889）年 4 月 49 人）。 
62 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 26. 
63 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 37-39 
64 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 41. 
51 
 
がひとりになってしまい、結局ひとりで明治 25（1892）年 8 月に塾を正式に開いた。ブ












など、当時の西洋人間には全く異彩を放ちました。        （栗原 1940: 
809） 
 





























家 塾 生 の 教
育 
 








聖書（寮生） プ リ ス バ リ
・ーアカデミー 

























                                                   
65 栗原 1940: 69. 
66「その頃」とはいつごろか、残念ながら書かれていない。  




給料は直接アメリカの伝道局から支給された。給料は表 6 にまとめる。68 
表 6 


































































年$500 程度（約 533~950 円）の給料に加え、日本語教師を雇うために年$50~$100（約
60～200 円）や、ミッションの仕事のために$125~$300（約 160～590 円）以外に家賃も
支給されたことがわかる。  
 
5.2 教育課程  
 残念ながら、尚絅女学会の使用教科図書の情報は見当たらない。教育課程については、




                                                   
68 学校経営に関する項目を略した。Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the 
West 1889: 90-91, Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1891: 
109, Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1893: 130, Woman ’s 
Baptist Foreign Missionary Society of the West 1894: 122, Woman’s Baptist Foreign 
Missionary Society of the West 1896: 117, Woman’s Baptist Foreign Missionary 
Society of the West 1897: 115. 
円換算は当時の年間平均為替相場を基に引用者が四捨五入し計算した。東洋経済新報社
1929: 156. 明治 22（1889）年：100 円=$75.28、明治 24（1891）年：100 円=$78.01、







など十科目以上で修業年が 4 年であった。70 この時にはすでに普通科と聖書科に分かれて
いた。明治 26（1893）年 3 月に尚絅女学会でブゼルが午後１時から 2 時まで週 4 日英語
を教えていたと書いている。71 さらに明治 29（1896）年 2 月のブゼルの書簡に、自分の
1 週間のスケジュールが書かれている。72 授業としては編み物（週 1 時間）、英語聖書（週
2 時間、「英語で自由に生徒に聖書の講義をされた」73）、英語（週 1 時間）、聖書（週 4 時
間、予め準備した日本語で）があり、さらに日本語の教えを受ける時間が週 3 時間あった。




ブゼルの時間割について、明治 26（1893）年の書簡に比べると 1 週間で英語を教えた
時間が週に 4 時間から 1 時間まで減り、さらに英語で聖書を教える時間が週 2 時間であっ










                                                   
69 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 42-43、『むつみのくさり』第 14 号（1923）から  
引用。 
70 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 43. 
71 栗原 1940: 18. 
72 栗原 1940: 130-131. 
73 栗原 1940: 132. 
























い、ブゼルが聖書を 1 節ずつ朗読したそうである。75 
ひとり目の卒業生は日本人の牧師と結婚し、次に卒業した 5 名は全員寄宿舎に住み、バ
イブルウーマンとして活動した。このバイブルウーマン達も伝道局から援助をもらってい
たようである。76 額について、上述の布澤よしぢは月 3 円 50 銭をもらったと回想してい
る。77 
 宮城女学校と同様に、尚絅学院の外国人教師も裁縫塾や仙台商業などで校外授業を行っ
                                                   
75 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 56. 
76 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 59-61. 
77 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 68. 
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書斎の広さの関係で、人数が 14、5 名に限られていた。79 全員が改宗したわけではないが、
















貴女方の先例なしに現代普及しつつある女子の高等教育はなかっただろう。             
（DeForest 1904: 130-131）82 
                                                   
78 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 77. 
79 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 78-79. 
80 栗原 1940: 858-859. 
81 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 82. 













6. 私塾 宮城英学校（蜂屋可秀、設立不明～明治 23（1890）年）と宮城英和学校（鈴












（尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 27） 
 
                                                                                                                                                               
these [girls’ mission] schools on the Government girls ’ schools is a point that 
deserves permanent record. I heard a high official say not long since, at the 
celebration of the tenth anniversary of the Baptist Girls ’ School in Sendai, ‘You 
missionary ladies have done a vastly greater work for Japan than you ever dreamed 
of. Our Government had no hope of success in establishing girls ’ schools until we 
were inspired by your successes. …without your example there would now be no 
growing system of higher female education. ’” 
83 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 76. 
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明治 21（1888）年 1 月には 20 名であった男子生徒が 5 月には 80 名に増えたとある。農
作業と関連して生徒数が減ったり増えたりしたが、数十名程度で授業が維持できたようで







氏名・ローマ字  赴任（来仙）  離任（離仙） 
ジョンズ Ephriam H. 
Jones 
明治 17（1884）年
11 月 29 日 
明治 38（1905）年 








宮城英和学校については明治 20（1887）年 3 月の設置願に教育課程と使用教科図書の
                                                   
84 American Baptist Missionary Union 1888: 289. 引用者訳。 “During the past year, my 
duty as a teacher of English in our school – which duty I have to perform in order to 
obtain a passport to live Sendai (sic), as this is not a treaty port – made it impossible to 
go to Morioka and Hachinohei.” 
85 American Baptist Missionary Union 1888: 372. 引用者訳。“We are now compelled to 
teach English, either in a government school or in our own, in order to get a passport to 
live in Sendai. As we are not free to teach Christianity in a government school, we have 
established one where we have liberty to do so.” 
86 Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1889: 81. 引用者訳。“From 
October Mr. Halsey has taken almost complete charge of the school…” 
87 女子宣教師の氏名や赴任・離任情報については表 5 を参照。 
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最近 1 年半に 38 名が洗礼を受け仙台教会に加入したとある。その内、17 名が学校の生徒
であった。それについてハルシーがこう述べた。「この青年達は教会の金銭的な支えにこそ
なっていないが、交際の場では活発に動いてくれる」。90 明治 21（1888）年 11 月にジョ
                                                   
88 それぞれの付録に挙げている。  
89 American Baptist Missionary Union 1888: 372. 引用者訳。”The scholars have heard 
the gospel every day, and many of them have voluntarily attended the Sabbath and 
other services.” 
90 American Baptist Missionary Union 1889: 51. ハルシーが明治 21（1888）年に書い
たものである。引用者訳。”These young men do not contribute so much to the financial 
support of the church as they do to the active element in the social meetings. ” 
59 
 
ンズの報告には信徒に 7名が加わり、その内 2名が学校の青年であると書かれている。91 さ
らに明治 23（1890）年にはジョンズはこう書いている。「ハルシー氏が管理している男子
学校、つまり私達が毎日一定の時間教える学校は、数人の改宗者を出したので私達全員が
喜ぶ。」92 このように、私塾で教えた宣教師が少しずつ改宗者を増やしていった。  
                                                   
91 American Baptist Missionary Union 1889: 52. ジョンズが明治 21（1888）年 11 月に
書いたものである。  
92 American Baptist Missionary Union 1889: 290. 引用者訳。”The school for boys, 
presided over by brother Halsey, and in which we all teach a portion of the day, has 
yielded some converts, for which we all rejoice.” 
60 
 
第 3 章 公立と私立の対比 
 








































東北学院2 （明治 24（1891）年） 
文部省会話読本 第 1～第 4 
ユニオン第 2読本 
ロングマン第 3読本  
ニューナショナル第 4読本 







英和通語 松本孝輔 著 





ロングマン読本第 2～第 5 
バルンス（ナショナル）リーダー第 2～第 5 
バーター英語会話 
















































































                                                   
3 史料には第 6巻までと書かれているが、『ニューナショナル』は 5巻しかなかった。 
4 小篠・江利川（2004）には教科書の使用状況を把握する手がかりとして、「舶来５大リ

















った。6 江利川（2011）には、累計異語数が 11,131語であったユニオン第 4巻が「英検 1
級レベルと考えればよい」とあることから、最も人気のあった『ニューナショナル』も全
5巻では英検 1級程度の内容であったといえるであろう。7 参考ほどに、現代（平成 20（2008）
年告示）の学習指導要領では、中学校では 1,200 語程度、高校では 1,800 語程度、6 年合



















川 2004: 112（『ユニオン』）、115（『ニューナショナル』）、123（『正則文部省英語読本』）。 
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27/30 7/28 6/28 8/30 10/33 8/27 5/30 3/17 
  7/28 9/30 9/32 8/25 7/30 3/17 
  5/28 8/30 9/32 8/26 7/30  
  5/28 7/30 9/30 7/26 5/30  
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二高 東華 東北 宮女 私塾 
総学年総時間数 










































                                                   
9 紙面の都合上、学校名の「学校」を略した。「宮城中明治 25（1892）年」とは宮城県尋
常中学校で、二高は第二高等学校の略である。 
10 宮城中学校明治 16（1883）年と尋常中学校明治 25（1892）年の教育課程は総時間数と
英語の時間数が同じである。 
11 補充科と本科のみ、補充 1年生に習字の時間を 1時間として計算した。 
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読方 ○ ○ ○ ○ ○ ○    
読法       ○   
書取 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
習字 ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
綴字 ○   ○  ○ ○ ○  
綴文   ○  ○     
綴方       ○   
会話 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
作文  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
リード
ル・文典 
○ ○        
文法   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
暗誦 ○         
翻訳  ○ ○ ○ ○ ○    
訳解   ○ ○ ○ ○    
講読   ○ ○ ○ ○  ○  
訳読      ○ ○ ○  
語論     ○ ○    
質問      ○    
修辞      ○ ○ ○  
英 文
学・詩 
     ○ ○ ○  
英語作
文・演説 
     ○    
発音      ○ ○ ○  































































































                                                   

































                                                   





























できない生徒のために英語変則化を設けた。               （重久 1951: 160）17  
 
                                                   










在学二トス年」                   （重久 1951: 160-161）18 
 
英語科と英語変則科の違いは、明治時代によくあった正則・変則の区別である。19 明治
14（1881）年に英語科と邦語科を統合した経緯は第 1章の 3a.1で述べたとおりである。 
 
（2）第二高等中学校・第二高等学校 
第二高等中学校・第二高等学校の目的は中学校令（明治 19（1886）年 4 月）と高等学
校令（明治 27（1894）年 6 月）にある。中学校令では目的を明記していないが、第三条
では法科、医科、工科、文科、理科、農業、および商業の分科を設けることができるむね














面には注意しないいわば亜流である。」 編集部 1968: 348. さまざまな異なる定義に
ついて Ibid. 346-348を参照。 
20 旧制高等学校資料保存会 1980: 34. 

























った。27 更に翌年の明治 25（1892）年 8 月の「東北学院新憲法の規定」には、目的が充
実されている。 
第二条 目的 当院ノ目的  
                                                   
22 宮城県教育委員会 1979: 448. 
23 宮城県教育委員会 1979 : 484. 
24 宮城県教育委員会 1979: 457. 
25 宮城学院編 1987 : 220. 
26 東北学院百年史編集委員会 1990: 24. 






























1年以内に離職した人は 9名であった。つまり 2年以上勤務した外国人教師が上述の 3名
                                                   





明なため詳細な在任期間がわからない教師は 2 名いるが、残り 26 名の情報をみると、10
年以上勤めた外国人教師はシュネーダー（48年）、ゲルハード（42年）、ブゼル（27年）、
ミラー（16 年）、ズーフル（14 年）、ホーイ（13 年）、およびミード（12）であった。一
方、1年以内に離職した教師は 2名であり、そのうちひとりは東北学院教師モールの妻で、
1 年だけ宮城女学校で教えた。もうひとりは尚絅女学会のフィリップスで、仙台で 1 年過
してから東京に派遣された。29 公立学校と比べると、長い間教鞭をとった教師が多くおり、












月 150 円（年 1800 円）であった。これに家賃などが足された。この間に円とドルの相場





の 2名はそれぞれ赴任当時の給料で、明治 19（1886）年のホーイは独身で 700ドル（889
円）であり、明治 21（1888）年のシュネーダーは既婚で 1200ドル（1620円）であった。
                                                   
29 尚絅女学院 100年史編纂委員会 2002: 39. 






イフは明治 22（1889）年に 720.83ドル（957.5円）、明治 24（1891）年に計 875ドル（1120





















                                                   
31 円換算はその年の平均為替相場を基に四捨五入し引用者が計算した。為替相場は東洋経
済新報社 1929: 156. 明治 19（1886）年：100円=$78.88、明治 21（1888）年：100
円=$74.24、明治 22（1889）年：100円=$75.28、明治 24（1891）年：100円=$78.01、
明治 27（1894）年：100円=$50.79。 
32 Ballhatchet 1982: 52, 57. 牧師籍を失った背景には、神道や仏教に対する尊敬と、非
キリスト教徒が必ず地獄に行くという信教を指示できなくなったことがあるので、なお
さら伝道活動をしたと思いがたい。 





第二高等中学校ではキリスト教徒の生徒を集めた Loyal and Loving Friends（二高忠愛之
友倶楽部）という会が明治 24（1891）年に始まり、1年間で 6名から 30名に増えた。こ
れは宣教師が開始した会ではなさそうであるが、そのメンバーを毎週宣教師の自宅に呼び
バイブルの勉強を続けた。34 その 20 年史によると、「宣教師諸氏」は書籍を寄付したり、
書籍を購入するために 9 円 10 銭を寄付したりした。35 名誉会員には、外国人として明治
20（1887）年から J.P.モール、デフォレスト、東京在住のスイフト、明治 29（1896）年














明治 10（1877）年 9月～明治 17（1884）年の師範学校の女子師範学科・女子部と、主に
裁縫を教えた私塾のみであった。明治 19（1886）年に宮城女学校が創設されると、女子
にも中等・高等普通教育の扉が開いた。明治 28（1895）年でも女子が進学できた学校は
キリスト教系の 3 校を除き、宮城県尋常師範学校（明治 23（1890）年以降）以外、裁縫
                                                   
34 Gordon 1901: 49. 
35 木村 1911: 36. 
36 結団が明治 24（1891）年であったのに、『二十年誌』には推薦年月が「明治廿年」（明
治 20（1887）年）と書かれている。 
























 福祉活動としては尚絅女学会のブゼルが設立に関わった、貧困者 30 名を助けた自営館
（授産施設）がある。41 
 最後に、公立学校の教師が何もしなかったわけではない。明治 9（1876）年 12 月に宮
                                                   




39 現在福島県立葵高等学校。『福島県立葵高等学校』。  
40 仙台市高等女学校。明治 33（1900）年に県に移管された。 
41 詳細なことは第 2章 5.5を参照。 
78 
 






                                                   
42 宇野 1973: 171. この額はグールドにとって 1ヶ月の給料の 3分の 2であったが、明治
10～11（1877～1878）年の時点では日本人教師にとっては 3ヶ月分の月俸であった。
（「県庁御達書仙台中学校 明治十～十一年」） 
43 宇野 1973: 172. 






























































































                                                   
1 さらに、宮城県公文書館にある「学務綴」（明治 16年 2-0057一号）には明治 16（1883）





校（"base school”）と訪問校があり、平均は 3～5校である。教育委員会によって 15























                                                   
3 元は『英語教授』2巻 3号、明治 42（1909）年 4月。引用者訳。 "With regard to the methods 
of teaching English in the middle schools the question as to how the foreign teacher can 
best be utilised is still an open one. At present he is called upon to divide his time among 
a large number of classes, each of which he can meet but seldom in the week. This may 
be a waste of his energies, and it might be profitable if he were asked to concentrate his 
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1．官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校   
2．県立仙台中学校・宮城中学・宮城県尋常中学校   
3．第二高等中学校・第二高等学校   
4．宮城英学校・東華学校   
5. 東北神学校・東北学院   
6．宮城女学校   






「元英語学校一覧表」 明治 9 年 2-0212 
 
明治 8（1875）年 1 月調べ  




表 1 第 5 級 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 読方（F、松） 算術（松）  綴字（F） 書取（F、花） 習字（花）  
火 同 同 同 暗誦（F、花） 会話（花）  
水 同 同 同 書取 習字 
木 同 同 同 暗誦 会話 
金 同 同 同 書取 習字 




表 2 第 6 級甲 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 会話（花） 読方（F、花） 習字（花） 暗誦（松）  綴字（F、松） 
火 同 同 同 算術（松）  同 
水 同 同 同 暗誦 同 
木 同 同 同 算術 同 
金 同 同 同 暗誦 同 
土 同 同 同 算術 同 
 
表 3 第 6 級乙 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 会話（飯） 読方（飯）  習字（飯） 暗誦（飯）  綴字（飯）  
火 同 同 同 算術（飯）  同 
水 同 同 同 暗誦 同 
木 同 同 同 算術 同 
金 同 同 同 暗誦 同 
土 同 同 同 算術 同 
 
表 4 予科表 
 甲（松） 乙（花）  丙（飯） 丁（下） 
 12～1 時 12～1 時 12～1 時 12～1 時 
月 第三リードル  第二リードル  第一リードル  第一リードル  
火 文典 同上 同上 同上 
水 第三リードル  同上 同上 同上 
木 文典 同上 同上 同上 
金 第三リードル  同上 同上 同上 
土 文典 同上 同上 同上 
 
明治 8（1875）年 6 月調べ 
表 6 
課 級 受持ち 
正 第 5 級甲 グールド、フェスヘールド、鴨池亘之  
正 第 5 級乙 グールド、フェスヘールド、飯塚、三浦  
正 第 6 級甲 グールド、飯塚、鴨池、花輪  
正 第 6 級乙 飯塚、花輪、三浦  





明治 8（1875）年 11 月調べ 
表 7 
課 級 受持ち 
正 第 4 級甲 グールド、他  
正 第 4 級乙 フェスヘールド、他  
正 第 5 級甲 フェスヘールド、他  
正 第 5 級乙 グールド、他  
 
明治 9（1876）年 4 月調べ 
表 8 
課 級 受持ち 
正 第 3 級  リッドル・グールド 日本人 2 名 
正 第 4 級乙 リッドル 日本人 2 名 
正 第 4 級甲 リッドル・グールド 日本人 5 名 
正 第 5 級乙 リッドル 日本人 3 名 
正 第 5 級甲 グールド 日本人 3 名 
 
明治 9（1876）年 11 月調べ 
表 9 
課 級 受持ち 
正 第 1 級 グールド  日本人 0 名1 
 第 2 級 グールド  日本人 1 名 
正 第 3 級 ペンニー  日本人 1 名 
正 第 4 級 ペンニー  日本人 4 名 
正 第 5 級乙 ペンニー婦人 日本人 4 名 
正 第 5 級甲 ペンニー婦人 日本人 3 名 
 






5 24 30 
6 27 30 
予科 6 6 
 
                                                   
1 前月第 1 級の生徒数は 3 名であった。 
92 
 
同じく明治 8（1875）年 1 月の表 1~4 に基づき、それぞれの科目の週当たり授業時数を以
下の表 11 にまとめる。  
 
表 11 
 5 級 6 級 予科乙丙丁  予科甲 
読み方 6 6 ‐ ‐ 
綴字 6 6 ‐ ‐ 
書取り 3 ‐ ‐ ‐ 
暗誦  3 3 ‐ ‐ 
習字  3 6 ‐ ‐ 
会話 3 6 ‐ ‐ 
リード
ル 
‐ ‐ 6 3 











文法 代数学 幾何学 歴史 理科地理<ママ>  
経済学 図法 作文 翻訳 生理学 文明論  
三角法 化学  物理学 修身学 記簿法 健全論 
下等科 
 
習字 綴字 読方 会話 翻訳 書取 算 術  







                                                   


















生徒数廿 二四 一九 二二 一一 一一 二と二 
習字 習字 習字 習字 読方 書取 書取 
綴字 綴字 綴字 読方 書取 文典 修辞 
読方 読方 読方 書取 文法 作文 作文 
読本素読 書取 書取 文法 作文 翻訳 翻訳 
 万国史 文法 作文 米国史 地図 地図 
 算術 万国史 地理 英国史 自然地理 自然地理 
  算術 万国史 翻訳 英国史 経済書 
   英国史 算術 万国史 近世史 
   翻訳 画学 経済書 性理 
   算術  算術 代数 
   画学  代数 幾何 
     画学 画学 
 
「宮城中学校綴 明治十二年」号外  




表 14 下等第一級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 幾何 合 自然地理  合 万国史 合 文典 国書 
火 歴史 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
水 幾何 合 自然地理  合 万国史 合 作文 同 
木 歴史 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
金 幾何 合 作文 合 万国史 性理 同 
土 歴史 合 代数 合 翻訳   
受持 
グールド 幾何、代数、作文、文法、算術、性理  
曽良誠太郎 万国史   
佐瀬精一 自然地理、翻訳  




表 15 下等第二級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 歴史 合 自然地理  合 万国史 合 文典 国書 
火 幾何 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
水 歴史 合 自然地理  合 万国史 合 作文 同 
木 幾何 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
金 歴史 合 作文 合 万国史 画学 同 
土 幾何 合 代数 合 翻訳   
受持 
グールド 幾何／代数、作文／文法、算術  
曽良誠太郎 歴史    
佐瀬精一 自然地理  
下斗米精三 万国史／経済書  




表 16 下等第四級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 米国史 算術 読方 文○ 国書 
火 英国史 同 算術 地理 同 
水 米国史 同 作文 文典 同 
木 英国史 同 算術 地理 同 
金 米国史 同 読方 文典 同 
土 英国史 同 書取   
受持 
グールド 読方、算術、作文、書取  
曽良誠太郎 算術     
佐瀬精一 米国史    
下斗米精三 英国史    
花輪虎太郎 文法、地理  
 
上の表 14~16 に基づき、英語時数・総時数、それからそれぞれの科目の週当たり授業時数









下等第一 28 4（グ 3） 作文（2 時間）、翻訳（1）、文典（1） 
下等第二 28 4（グ 3） 同上 









 書取 バレンス氏第一第二読本ニ拠リ或ハ他書中ヨリ緊要ノ章句ヲ択テ書取ラシム  
 会話 英和通語ニ拠リ会話ヲ授ケ或ハ読方及訳解ノ際其書中ノ意義ニ付会話ヲ文ヘ問答
セシム 
 綴文 ウエボストル氏綴字書ニ拠リ綴字ノ法ヲ教ヘ且簡易ナル字句ヲ択テ綴ラシム」  
 
表 18 「学科課程表」  
学年 英語時間数  総時間数  第一外国語（英語）の内容  
1 28 6 読方及訳解、書取、会話、綴文  
2 28 6 読方及訳解、書取、会話、作文  
3 28 7 講読、会話、作文、文法 
4 28 5 講読、会話、作文、翻訳 
5 28 5 同上 
 
明治 25（1892）年 
「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年 2-0020 
 









第 1 28 6 綴字 文字ノ綴リ方ヲ授ク  
読方及解訳 読方ヲ授ケ音調ヲ正クシ兼テ其意義ヲ訳解
セシム 
習字 文字ヲ習ハシム  
書取 読方及解訳用書ニ拠リ緊要ノ章句ヲ読取ラシム  
会話 日常須要ノ会話ヲ授ク  
作文 読本中簡易ナル字句ヲ択ケ作ラシム  




作文 簡易ナル文ヲ作ラシム  
文法 文法ノ初歩ヲ授ク 
第 3 28 7 講読 講読ヲ主トシテ専ラ其意義ヲ了解セシムルヲ要ス  
会話 日常須要ノ談話ヲ問答セシム  
作文 前級に同じ 
文法 言詞ノ区別及其用格等ヲ授ク  









第 5 28 5 講読 前級に同じ 
会話 前級に同じ 
















明治 21（1888）年 設立当時  
「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」、東北大学史料館所蔵（マイクロフィルム資料） 明
治 21 年 p. 39-50. 
 
表 20 
学年 総時間数  第 一 外 国 語
の時間数 
英語の内容  








予科第 1 年 30 9 講読、会話、作文及文法 
予科第 2 年 30 7 講読、会話、作文及文法、翻訳  
予科第 3 年 30 6 講読、会話、作文、翻訳 
本科一部（文
系）・二部（理
系）第 1 年 
30 4 講読、翻訳、会話、作文 
本科一部（文
系）第 2 年 
28 4 同上 
本科二部（理






医学部第 1 年 29-30 3（英語） 講読、翻訳   
 






補充科第 1 年の習字時間が 3 時間から 2 時間に減らされた。  






補充科第 2 年の習字時間が 2 時間から 1 時間に減らされた。  
 
明治 27（1894）年 
「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」、東北大学史料館所蔵（マイクロフィルム資料） 明











第 1 年 30 9 5 
第 2 年 30 8 4 
第 3 年 法科 30 8 6 





全時間数  第一外国語の時間数（英語） 第二外国語の時間数（ドイ
ツ語） 
第 1 年 30 8 5 
第 2 年 30 8 4 
第 3 年 工 33   
第 3 年 理 30 6 4 













表 23 「私塾開設之義申請」明治 19（1886）年 9 月4  
学年 全時間数 英 語 の 時 間
数 
英語の内容5 
予科１ 19？ 4、2 読本一～三、読方、訳読、会話、書取  
予科 2 22？ 4、2 読本二（第二期以降万有略説）、読方、訳読、会話、
書取、文法、作文  
本科１ 20？ 4、2 米国史（第二期以降読本五）、読方、訳読、翻訳、
会話、書取、文法及作文 
本科 2 20？ 4、2 名家文集、読方、訳読、翻訳、質問、会話、作文  
本科 3 20？ 2、2 名家詩集、読方、訳読、翻訳、質問、会話、作文、
修辞学 
本科４ 19？ 1、3 英文学、英語作文、英語演説  
本科 5 21 2（第三期 3） 英語作文、英語演説  





表 24 「東華学校規則」明治 21（1888）年 7 月 14 日6 
学年 全時間数  英語の時間数  英語の内容  
予備科 27 5 発音、綴字、読方、会話、書取、習字  
普通科第一年  27 5 綴字、読方、会話、書取 
普通科第二年  27 5 読方、会話、書取、作文 
普通科第三年  28 5 書取、会話、作文、読方、文法  
普通科第四年  27 4 読方、作文、文法、修辞 
普通科第五年  30 3 作文、修辞、英文  
 
明治 23（1890）年 
「学校 官立学校 県立学校 私立学校」明治廿四年 2-0016 
 
「東華学校規則」明治 23（1890）年 1 月（変更前）  
                                                   
4 宮城県教育委員会 1979: 449-454. 
5 予科 1 年は 1 学期に読本一、2 学期に読本二、3 学期に読本三とある。しかし予科 2 年 1
学期には確かに読本二とある。二つの読本シリーズを用いたか、コピーミスか、不明であ
る。 




学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 27 0  
  7 訳解、習字  
予科 2年 30 5 発音、綴字、読方、会話、書取、習字  
  5 訳解 
本科 1年 30 5 綴字、読方、会話、書取 
  6 訳解、文法  
本科 2年 30 5 読方、会話、書取、作文 
  5 訳解、文法  
本科 3年 31 5 書取、会話、作文、読方、文法  
  4 訳解 
本科 4年 29 5 読方、作文、文法、修辞 
  3 訳解 
本科 5年 28 3 作文、修辞、英文  
  2 訳解 
 
表 26 「東華学校規則」明治 23（1890）年 1 月（変更後）  
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 29 5 読方、訳解  
予科 2年 34 10 読方、訳解、書取、綴文 
本科 1年 33 9 読方、講読、書取、会話、作文  
本科 2年 33 9 読方、講読、書取、会話、作文、語
論 
[注：第 3・4・5 年は変更なし］  
 
明治 24（1891）年 
「東華学校規則」明治 24 年 5 月 
ｐ.21-22 英語 DeForest, W.W. Curtiss, W.L. Curtiss、ドイツ語 M.H. Meyer 
表 27 
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 31 7 読方、訳解  
予科 2年 33 10 読方、訳解、書取、綴文 
本科 1年 32 9 読方、講読、書取、会話、作文  
本科 2年 32 9 読方、講読、書取、会話、作文、語論  
本科 3年 30 9 読方、講読、書取、作文、文法  
本科 4年 28 8 読方、講読、作文、文法 






「東北学院設立認可申請書類」7 明治 24（1891）年 7 月 
 
表 28 
予科一年 秋期 発音、読法、綴字、 
書取、習字、訳読 
 冬期 同上 
 春季 発音、書取、綴字、 
読法、訳読 
予科二年 秋期 読法、書取、会話、 
訳読、英文法 
 冬期 読法、書取、会話、  
訳読、英作文、 
英文法 








 冬期 同上 
 春季 作文、会話、英文法、 
訳読ヘスチング  
本科 2 年 秋期 英文法、訳読、修辞、作文 
 冬期 同上 
 春季 修辞、作文 
本科 3 年 秋期 修辞、作文 
 冬期 英文学 
 春季 同上 




                                                   






 総時間数 英 語 時 間
数 
英語の内容  
予科 1年 27 10 訳読、綴字、発音、習字 
予科 2年 25 9 訳読、綴方、書取、発音 
予科 3年 23 8 訳読、文法、綴方、書取、作
文 
本科 1年 24 8 訳読、文法、会話、作文 
本科 2年 20 4 修辞、作文、英文学  
本科 3年 20 3 英文学史 
本科 4年 21 1 高等英文学（詩歌之類） 
さらに聖書は 1 時間、ドイツ語は 2~3 時間、ギリシャ語 2 時間、ラテン語 2 時間、フラン





 総時間数 英 語 時 間
数 
英語の内容  
予科 1 年 27 10 訳読、綴字、発音、習字 
予科 2 年 25 9 訳読、読方、書取、発音 
予科 3 年 23 8 訳読、文法、読方、書取、作
文 
本科 1 年 24 8 訳読、文法、会話、作文 
本科 2 年 20 4 修辞、作文、英文学  
本科 3 年 20 4 英文学史 
本科 4 年 20 1 高等英文学（詩歌之類） 
 
明治 28（1895）年 
明治 28（1895）年 3 月にはさらに 2 年間の文学専修科が新設された。10 予科と本科を合
わせて 7 年から 5 年に減らした。  
                                                   
8 東北学院百年史編集委員会 1990: 63-39. 
9 東北学院百年史編集委員会 1990: 74-76. 




 総時間数 英語時間数  
1 年 27 9 
2 年 27 8 
3 年 25 8 
4 年 26 8 














史、言語○○○   
同左 作文、習字、会話、言
語○○○、英国史  
本科 2年 作文、修辞、英国史  作文、修辞、万国史  文法、修辞  
本科 3年 万国史、文法、修辞  英詩、文明史  英詩抄読 
本科 4年 英詩抄読 同左 復習 
 








                                                   




表 34 「宮城女学校規則変更認可願」12 
 総時間数 英語時間数  英語の授業の内容  
予科 1年 30 5 発音・講読・会話  
予科 2年 30 5 講読・作文・会話・綴字 
予科 3年 30 7 講読・書取・文法・会話 
本科 1年 30 7 講読・書取・文法・会話 
本科 2年 30 5 修辞学・文章・讃文  
本科 3年 30 5 文章・詩・心理学  
本科 4年 30 5 心理学 
 
明治 26（1893）年 
「学校 市町村立学校 私立学校 教育会 報告」明治 26 年 2-0012 
38 号 「宮城女学校規則中更生願」  
「規則」という冊子に年は書かれていないが、表紙から判断すると明治 26（1893）年 7
月 15 日と思われる。  
 
表 35 
学年 英語時間数  英語の内容  
予科 1 5 発音、講読、会話  
予科 2 5 講読、会話、作文、綴字 
予科 3 7 講読、会話、書取、文法 
本科 1 7 同上 
本科 2 5 修辞学、文章、讃文  
本科 3 5 文章、詩、心理学  








                                                   




表 36 普通科13 
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
1 33 6 発音、訳読、会話、書取、習字  
2 33 6 同上 
3 32 5 発音、訳読、文法、作文 









「学校 私立学校 宮城県 自明治十九年至同廿年」 明治 20 年 2-0060 







級 総回数 英 語
回数 
英語の内容  
6 17 3 バールンス第一、第二読本、会話、習字  
5 17 3 バールンス第三読本、スヰントン小文法、会話、作文、書取  
4 17 3 バールンス第四読本、スヰントン大文法、会話、作文、習字 
3 17 3 バールンス第五読本、スヰントン大文法、会話、作文  
2 17 3 バールンス第六読本、マンロース、文法、会話、作文  
1 17 3 同上 
 
英語以外は漢学（歴史含）、数学および習字を教授した。  
                                                   
13 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 107-109. 
14 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 109. 
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「宮城中学校第十年報」明治 16年 2-0016  
「教科用図書各級配当表」 
 















明治 20（1887）年 5月 4日2 
「県庁伺御指令書 宮城県尋常中学校」明治 20年 2-0049 
 
バルンス 読本（New National Reader） 
英和通語 松本孝輔 著（明治 18（1885）年 10月出版） 
朱氏会話編 吉田信夫 訳（明治 18（1885）年 9月出版） 
文法書 大小 クエッケンボス著 
フレデリック ゼ グレート マコーレー著 “Frederic the Great” 
ライフ オフ クライブ マコーレー著 “Sir John Malcolm’s Life of Lord Clive” 
オーレンヘスチング マコーレー著 “Warren Hastings” 
ハラム コンスチチュショナール ヒストリー マコーレー著  “Hallam’s Constitutional 
History: An Essay” 
ベルハストアドレス チンダル著 John Tyndal “The Belfast Address” 
セルフ ヘルプ スマイルス著 Samuel Smiles “Self-Help” 
アメリカン リテラチュール アンダーウーヅ著 
 
明治 25（1892）年  





3 ロングマン読本第 2・3、ナショナル（バルンス）リーダー第 2・33、バーター英語会話 
2 スヰントン小文典、ロングマン読本第 4、ナショナルリーダー第 4 
1 スヰントン大文典、ロングマン読本第 5、ナショナルリーダー第 5 
 
                                                   
2 マコーレーとは Thomas Babington Macaulayのことである。図書の原題は川戸（1993）を参
照。 

























ユニオン第二読本  （15部） 
シル氏イングリッシュ エキザサイス（1部） 
ノックス氏初等文典  （1部） 
ケロッグ氏修辞学  （11部） 
ケロッグ氏英国文学  （17部） 
ケロッグ文法書   （17部） 
ケロッグ健全学 
ワイカッフ英作文書  （15部） 
マコツ氏 コクニチーブプーアル（6部）、モーチーブパール（6部） 
                                                   












「学校 私立学校 宮城県」 自明治十九年至同廿年 20年 2-0060 
 
鈴木光俊「私立英和学校設置願」 明治 20年 3月 25日 
学校名：私立宮城英和学校 
 









                                                   
5 宮城学院編 1987: 189. 
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付録 3 宮城県の外国人英語教師、明治 7（1874）年～明治 30（1897）年 
 
学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 


























































































































米 明治 21 
明治
22 







学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
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明治
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
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和歴 
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西暦 
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米 明治 25 
明治
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1892  1908      
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 








米 明治 29 
明治
36 
1896  1903    









米 明治 30 
昭和
14 





























































































































学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 



































































英 語   
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米 明治 17 
明治
38 
1884 1905     
私塾 ハルシー R. L. Halsey 米 明治 21 
明治
23 年 
1888 1890     
 
